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日本 に お ける 有 機 農業 の 面 積割 合 は 0 . 4  %と ， 他 の有 機 農業 先 進 国と 比 較 し
ても 低 い 水準 と な って い る ．農 林 水 産 省は ，2 0 1 5 年に 有 機農 業 の 推進 に 関 する
基本 的 な 方針 （ 基 本方 針 ） を制 定 し ，そ の 中 で 平 成 3 0 年度 ま で に我 が 国 の耕
地面 積 に 占め る 有 機農 業 の 取り 組 み 面積 の 割 合を 現 在 の 0 . 4  %か ら 1  %に 拡大
する こ と を目 標 と して 掲 げ てい る ． その 中 で ，目 標 達 成の た め には ， 地 域の 気
象・ 土 壌 条件 等 に 適合 し ， 安定 的 な 品質 ・ 収 量を 確 保 でき る よ う有 機 農 業の 技
術体 系 を 確立 す る こと が 必 要で あ る とし て い る． 水 稲 有機 栽 培 に関 し て ，各 都
道府 県 の 生産 者 か ら様 々 な 課題 が 挙 げら れ て おり ， ま た先 行 研 究か ら も 課題 が
挙げ ら れ てい る ． 具体 的 に ，有 機 質 資材 を 利 活用 し た 育苗 方 法 や， 耕 種 的雑 草
防除 に 係 わる こ と 等， 多 岐 に渡 る 課 題が あ る こと か ら ， 未 だ 上 記地 域 に 適合 し
た有 機 栽 培技 術 体 系は 確 立 され る に 至っ て い ない と 考 えら れ ， この こ と が水 稲
有機 栽 培 を普 及 ・ 大規 模 化 する 上 で 阻害 要 因 の一 端 と なっ て い る． 以 上 の背 景
から ， 本 研究 で は ，育 苗 技 術お よ び 雑草 防 除 技術 に 課 題を 集 約 し， 育 苗 から 雑
草防 除 に おけ る 一 連の 技 術 体系 を 確 立す る こ と に よ っ て， 水 稲 有機 栽 培 の普
及・ 大 規 模化 に 資 する こ と を目 的 と し， 実 際 に育 苗 お よび 水 稲 栽培 試 験 を実 施
して 検 討 を行 っ た ．  
先ず ， 水 稲有 機 育 苗 技 術 に 関し て ， 先行 研 究 を基 に 有 機質 資 材 を利 活 用 した
育苗 培 土 調製 技 術 につ い て 試験 を 行 った ． す なわ ち ， プー ル 育 苗方 法 ， 中苗 育
成に お け る 魚 粉 ， 菜種 油 粕 の床 土 原 土と の 混 和時 期 が 水稲 苗 お よび 培 土 中無 機
態窒 素 に およ ぼ す 影響 に つ いて 検 討 した ． 魚 粉と 菜 種 油粕 を そ れぞ れ 窒 素成 分
1： 1で 配 合し た も の （ 箱 当 たり 窒 素 成分 量 で 2  g） と 森 林下 の 表 層土 を 播 種 4週
間前 ， 2週 間 前 ， 1週間 前 ， 播種 当 日 に混 和 し た培 土 を 使用 し 育 苗し た 4試 験区
で検 討 を 実施 し た ．各 試 験 区に つ い て 苗 生 育 ，窒 素 含 量お よ び 培土 中 無 機態 窒
素を 調 査 した ． 設 定し た 全 ての 培 土 で育 成 し た苗 に 生 育障 害 は 認め ら れ なか っ
たが ，一 方 で播 種 2週間 前 お よび 4週間 前に 混 和 した 培 土 を使 用 す ると マ ッ ト全
体に 生 育 むら が 広 く発 生 し た． ま た 播種 日 当 日混 和 し た試 験 区 では 苗 生 育量 が
少な か っ た ．要因 と して ，播 種 2～ 4週 間 前に 魚 粉 と菜 種 油 粕を 混 和 した 区 で は，
播種 時 の 培土 中 無 機態 窒 素 が多 い こ とが 影 響 して い る こと ， ま た播 種 当 日混 和
した 試 験 区で は 培 土中 無 機 態窒 素 量 が少 な い こと が 推 察さ れ た ． 以 上 の こと か
ら ，水 稲 有 機育 苗 にお い て 魚粉 と 菜 種油 粕 を それ ぞ れ 窒素 成 分 1： 1で 配 合し た
もの（ 箱当 た り 窒素 成分 量 で 2  g）と森 林下 の 表 層土 を 混 和し た 培 土を 使 用 する
場合 は ， 播種 1週間 前付 近 に 培土 を 事 前に 混 和 する こ と で， 健 全 なマ ッ ト 苗を
育成 す る こと が で きる と 考 えら れ た ．  
 次 に ， 雑草 防 除 技術 に つ いて ， よ り安 定 的 かつ 省 力 的な 雑 草 防除 技 術 の確 立
を目 的 と して ， 前 述し た 育 苗方 法 で 育 成 し た 苗を 用 い た圃 場 試 験 に よ り ，乗 用
型機 械 除 草に 関 す る検 討 を 実施 し た ． す な わ ち， 乗 用 型機 械 除 草の 実 施 回数 に
関す る 検 討お よ び 米ぬ か と の組 み 合 わせ 作 業 体系 に 関 する 検 討 を 行 っ た ．そ の
結果 ， 乗 用型 機 械 除草 実 施 回数 に つ いて ，  機 械 除草 2 回お よ び 3 回 の 実 施の
場合 ， コ ナギ ， キ カシ グ サ に対 す る 抑草 効 果 は高 く ， 栄養 的 競 合の 回 避 によ る
安定 的 な 収量 確 保 が示 唆 さ れた ． ま た， 乗 用 型機 械 除 草は ， 歩 行型 機 械 除草 に
比べ て ， 約半 分 の 労力 で あ った ． 移 植直 後 米 ぬか 表 面 施用 と 乗 用型 機 械 除草 を
組み 合 わ せて 実 施 する こ と で， 抑 草 効果 が 向 上し ， 残 草個 体 数 が減 少 し ，収 量
が増 大 す るこ と が 明ら か と なっ た ． 移植 直 後 米ぬ か 表 面施 用 と 乗用 型 機 械除 草
を移 植 2 0 日 後と 3 0 日後 の 2 回実 施 す るこ と で 栃木 県 の 慣行 栽 培 収量 （ 5 2 8  
k g / 1 0  a）と 同 等 の 収量 を 確 保で き る 可能 性 が 示唆 さ れ た 。続 い て ，上記 乗 用型
機械 除 草 と米 ぬ か 表面 施 用 の組 み 合 わせ 方 法 が， 異 な る品 種 間 にお け る 効果 の
違い を 調 査研 究 す るた め ， 宇都 宮 大 学附 属 農 場で 育 成 され た 新 水稲 品 種 ゆう だ
い 2 1 を 供 試 し検 討 を行 っ た ．その 結 果 ，ゆう だ い 2 1 のよ うな バ イ オマ ス の 大
きい 穂 重 型品 種 を 組み 合 わ せれ ば ， より 効 果 的な 抑 草 を促 し ， より 安 定 的な 水
稲収 量 の 確保 に つ なが る 可 能性 が 示 唆さ れ た ．  
以上 の よ うに ，水 稲 有機 栽 培 にお い て 省力 的 で か つ 安 定 的な 収 量 を確 保 す る
には ，魚粉 ，菜 種 油粕 と 森 林表 層 土 を 播 種 1 週間 前 付 近に 混 和 した 培 土 を用 い
て生 育 む らの 少 な い健 全 な 有機 中 苗 をプ ー ル 育苗 法 で 育成 し ， その 苗 を 乗用 型
機械 に よ って 移 植 し ，米 ぬ か 表面 施 用と 2 回 の乗 用 型 機械 除 草 を組 み 合 わせ る
とい う 一 連の 農 作 業技 術 体 系の 実 施 が必 要 で ある こ と を明 ら か にし た ．  
